
取組み ①健康・生活 ②運動・感覚 ③認知・行動
④言語・コミュ
ニケーション

⑤人間関係・社
会性

家族支援 地域支援

開催告知　見通
しを立てる

★スタッフは、
「巻物カレン
ダー」に開催予
定を記入。チラ
シを関連付けて
掲示し、口頭で
も告知する。➡
■1ヶ月後、1週
間後、3日後、明
日といった「行
動の見通し」を
立てる。

当日準備のため
のミーティング

★スタッフは、
アシスタントと
して準備に集
まった子どもた
ちに「時計枠付
き1日の予定表」
を提示➡■当日
の予定を確認
し、見通しを立
てる。

準備①　選曲

■スタッフが
「クリスマス・
ソングってどん
な曲があったっ
け？」と子ども
たちに問いか
け、思い出して
もらう。

■「リトミッ
ク・クリスマス
ver.」で歌いた
い・踊りたい曲
を選ぶ。■選ん
だ理由を考え
る。

準備②　打楽器
を作る

■クリスマスを
イメージしなが
ら、また自分た
ちで選んだ曲を
イメージしなが
ら、■森の素材
でどんな楽器が
作れるか、考え
る。

■スタッフが用
意した木製・竹
性の民族楽器で
音を出してみ
る。（モデル学
習）■大きな音
が苦手な子でも
楽しめる音色・
音の大きさにな
るよう力加減を
する。

■①・②をふま
え、森の素材
で、どんな楽器
を作りたいか、
考える。

準備③　環境作
り

■クリスマス会
のときに、どん
な飾りつけをし
ていたかを思い
出す。

■会場の飾りつ
けにどんなもの
を作りたいか考
える。

準備④　衣装作
り

■クリスマス会
のときに、どん
な服装をしてい
たかを思い出
す。

■選んだ曲にふ
さわしい衣装を
考える。■家に
サンタクロース
やトナカイの衣
装があれば持ち
寄ってイメージ
を膨らませる。

■視覚的・具体的・肯定的なコミュニケーション

株式会社どすこい

児童発達支援・放課後等デイサービス　支援プログラム

B-2　リトミック①　クリスマスver.

■「一人一人にそれぞれのフツウ」

■自分で感じ・考え・選び・決める・行動する

■巻物カレンダーで開催日を確認し、■「あと何
日」を言葉で他者に伝える。■去年の「リトミッ
ク・クリスマスver.」が楽しかったことを思い出
し、■次の「リトミック・クリスマスver.」をイ
メージする。■「リトミック・クリスマスver.」へ
の思いを言葉にして他者に伝える。■みんなの思い
にも耳を傾ける。■個別の予定の確認が、「みんな
と一緒に当日を楽しみに待つ」に広がることを目指
す。

■「16時開演であれば、何時何分にみんなに会場に
集合してもらうのか」といった流れをイメージす
る。■自分の考えを言葉にしてみんなに伝える。■
他者の言葉にも耳を傾ける。■みんなで相談し、調
整しながら、■タイムテーブルを作成する。

■自分の考えを言葉や図にしてみ
んなにプレゼンテーションする。
■他者の考えにも耳を傾ける。■
当日使う楽器を３点に絞り込むた
め、みんなで話し合い、調整し、
決める。★★★楽器材料集め・楽
器作り➡「支援プログラム　楽器
作り」参照

■自分の考えを言葉や図にしてみ
んなにプレゼンテーションする。
■他者の考えにも耳を傾ける。■
自分が作りたい飾りを作り、壁や
天井に飾り付ける。■制作の際に
困ったら助けを求める。■助けを
求められたら応じる。

■自分の考えをみんなにプレゼン
テーションする。■他者のプレゼ
ンにも耳を傾ける。■それぞれが
自分の衣装を決める。■古着のア
レンジなど工夫して衣装を作る■
制作の際に困ったら助けを求め
る。■助けを求められたら応じ
る。

■自分が選んだ曲を言葉にして、
みんなに伝える。■その理由も伝
える。■他者の意見にも耳を傾け
る。■当日使う曲を５曲に絞り込
むため、みんなで話し合い、調整
し、決める。



準備⑤　歌の練
習

★選曲した５曲
をスタッフが伴
奏付きで歌う。
■みんなでその
演奏を聴き、情
景を思い浮かべ
る。

準備⑥　楽器の
練習

■作った楽器を
叩き、音を出
す。■大きな音
が苦手な子でも
楽しめる音色・
音の大きさにな
るよう力加減を
する、減音材を
貼るなど、工夫
する。

■スタッフの伴
奏に合わせて、
■情景を思い浮
かべながら、■
思い思いに叩い
てみる。

準備⑦　身体表
現の練習

準備⑧　プログ
ラムの作成・タ
イムテーブルの
修正

準備玖　会場設
営

■タイムテーブ
ルを確認しなが
ら、椅子や机を
配置する。■楽
器を使うことを
考慮し、安全な
距離を保つ。

声掛け・呼び込
み

■タイムテーブ
ルで確認し、お
客さんに入場し
てもらう。

舞台本番

■プログラムに
準じて進行す
る。■それぞれ
の役割を果た
す。

■伴奏・歌・楽
器・身体表現を
楽しむ。

片付け

振り返り

■ご家族にも舞
台を観ていただ
き、一緒に楽し
む。

■近隣に舞台の
お知らせを配布
し、来場してい
ただき、一緒に
楽しむ。

■呼び込みに適した言葉を考える。■自分の考えを
言葉にしてみんなに伝える。■他者の言葉にも耳を
傾ける。■上手くいかなければ修正する。■みんな
と相談する。■困ったら助けを求める。■助けを求
められたら応じる。

■机や椅子が元々どこにあったかを思い出し、■みんなで協力しなが
ら。■安全に移動させ、■元の位置に戻す。■片付けが終わったらみ
んなで「おつかれさまでした」「有難うございました。」という。

■スタッフとアシスタントで集まる。■準備～本番
を思い出し、■感じたこと、困ったこと、改善点な
どを言葉にしてみんなに伝える。■他者の発言にも
耳を傾ける。■みんなの考えを記録し、次回に生か
す。

■準備①～⑦をふまえ、スタッフとアシスタント
で、当日のプログラムを作成する。■これに応じ
て、タイムテーブルを修正する。■自分の考えを言
葉にしてみんなに伝える。■みんなの考えに耳を傾
ける。■話し合い、調整しながら、結論を出す。

■自分の気持ちを音で表現する。
■他者の出す音にも耳を傾ける。
■伴奏・自分が出す音、みんなが
出す音を聴きながら、演奏する。

■伴走に合わせてみんなで歌う。
■自分の声を聴く。■他者の声も
聴く。■伴奏・お互いの声を聴き
ながら歌う。

■司会進行、楽器・衣装の管理、タイムキーパーな
ど裏方的な役割も子どもたちが担う。★スタッフが
サポートする。■演じる側、観る側、に分かれた場
になるが、観る側も巻き込んで一緒に楽しめる舞台
となるよう配慮する。

■伴奏・みんなの歌・みんなの楽
器に合わせて一人ずつ、みんなの
前で、曲の情景を身体表現する。
■終わったら、拍手。■歌うチー
ム・楽器チーム・身体表現チーム
に分かれて演奏・身体表現する。
■終わったら、互いに拍手。

■スタッフの伴奏＋歌に合わせ
て、情景を思い浮かべながら、そ
れぞれが自由に身体を動かしてみ
る。■さらに、伴奏＋歌＋楽器に
合わせて、情景を思い浮かべなが
ら、それぞれが自由に身体を動か
してみる。

■制作した飾りをどこに掲示するのか考える。■ま
た、会場の机椅子の配置について考える。■自分の
考えを言葉にしてみんなに伝える。■他者の言葉に
も耳を傾ける。■みんなで相談し、調整しながら決
定し、会場設営を行う。


